
弐
革
四
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六
月
ニ
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一
回
第
三
国
司
晦
催
物
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《
M
W
局
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回
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阿
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u
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叢
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載

再
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・
文
民
主
博
士
高
田
保
馬

・

法

墜

博

士

神

戸

正

雄

極
章
一
博
土
谷
口
吉
彦

ナ
イ
ト
の
利
子
理
論
一

皐
校
と
課
税
目

貿
易
構
成
の
費
化
:
・
-
:

-
2
Hヨ

A
圃
醐

世
間
生
世
D
同
時
間
業
:

1
F
-
E
E一

，

t
i
f
'
Z

我
が
岡
特
有
の
枇
曾
問
題
九
日
融
和
問
題
:

市

町

内

九

フ
ラ
ン
ス
以
通
貨
構
成
費
動
の
立
義

憤
格
構
成
に
於
け
る
商
業
の
作
用

ク
ニ

l
ス
の
債
値
諭
・
:

』
「
円

H
』

2
7
 

..." 
百日

再
保
険
の
損
害
率
・
に
つ
い
て

買
上
税
の
一
側
面

附

録

新
著
外
国
経
済
雑
誌
主
要
論
題

;i(f 

博
土

山沙

寸法見

美一.
7勘
乃良g

法
問
ヨ
博
士

経
湾
皐
士
松
岡
孝
児

極

漕

塵

土

堀

新

一

経
済
接
土
出
口
勇
蔵

絡
静
搭
土
佐
波
守
一
一
平

'
さ
川
床
下
士
柏
井
象
雄



債
格
構
成
に
於
げ
る
一
商
業

ω
作
用

(
上
)堀

新

労
働
費
用
説
の
立
場
を
一
際
是
認
し
ワ
〉
而

b
喜
一
に
こ
の
す
一
場
の
み
を
貰
〈
事
よ

h
生
宇
る
幾
多
の
困
難
を
指
摘
し
つ
〉
債
格
構
成
に
於
げ
る

商
業
の
作
用
金
研
究
せ
ん
と
す
る
が
こ
の
小
さ
い
試
の
目
的
で
あ
る
。
勿
論
問
題
は
非
常
に
深
〈
、
難
解
な
勤
は
多
〈
、
研
究
の
未
だ
及
ぱ
r
d
る
所

は
多
し
と
思
は
れ
る
が
、
品
四
卒
直
に
忍
見
を
漣
ベ
て
、
諸
賢
の
御
比
疋
を
仰
向
¥
左
共
に
今
後
の
研
究
に
謝
す
る
一
プ
ヲ
ン
を
指
示
し
て
お
き
た
い
と

忠
ム
。
一
照
正
統
県
波
以
来
の
傍
統
を
継
承
し
で
僚
絡
を
正
常
債
格
・
市
場
債
格
・
間
占
慣
絡
に
分
も
そ
ん
叫
各
々
の
形
成
過
慌
に
於
付
高
間
業
の
作
川

を
考
察
し
て
見
た
い
。
領
絡
を
か
く
分
つ
事
自
憶
問
題
色
め
ら
う
が
今
一
聴
こ
れ
に
従
ム
。

一、

E
常
慣
輔
の
構
戚
と
商
業

商
業
の
介
入
は
正
常
債
格
の
構
成
の
上
に
如
何
な
る
作
用
を
及
ぼ
す
か
。

乙
の
鮪
に
闘
す
る
解
容
は
効
用
設
を

採
る
も
の
費
用
詑
営
採
る
も
の
或
は
使
用
債
値
に
著
目
す
る
も
の
交
換
債
依
に
著
目
す
る
も
の
に
よ
り
常
然
異
る

所
で
あ
る
。
前
述
の
如
〈
こ
〉
で
は
私
は
正
常
債
格
を
ほ
Y

正
統
皐
探
或
は

7

Y
ク
丸
に
於
げ
る
立
義
に
於
て
用

町

、

、

、

.

、

、

、

ひ
た
い
と
思
ふ
が
、
然
る
限
り
必
然
向
業
利
潤
と
配
給
費
の
憤
格
に
封
す
る
醐
係
が
問
題
と
な
る
。

一
、
慣
桔
と
商
業
制
潤
の
聞
係
商
業
利
潤
の
介
在
は
債
格
を
高
め
る
も
の
で
あ
る
か
。
或
は
一
の
徐
剰
と
し
て

債
格
に
は
何
等
の
影
響
な
き
も
の
で
あ
る
か
。
債
値
・
債
格
・
商
業
利
潤
の
闘
係
は
如
何
に
考
へ
ら
れ
て
き
た
か
。

先
づ
こ
の
勅
に
闘
す
る
種
々
の
見
解
を
批
判
的
に
考
察
し
て
見
た
い
。

債
格
構
成
に
於
げ
る
商
業
の
作
用

。
五:

七
五
七

第
四
時
車

第
四
十
二
巻

A. Smith， 'Vealth of Nations，第ベ齢、第七草
D. Ricardü~ Principle~ of Politic"al EGonorny and Taxalion，第四章
A. S皿 ith.¥V. of N.， Vol. 1. p. 57 
Iζ. M.lrx， n回 K.pitaI.正常債格、白i犠慣格、生産債格の概念は区々に用びら
れるが大惚労賃、餓剰手IJì問、利子、地1'~(生産手唆)を合すp と解して可なりと
思ふ。競骨の激化に上 h生産費+耳IJニfjjX;l:tA.産費(費用債格jに於て償格の落
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債
格
構
成
に
於
げ
る
商
業
の
作
用

第
四
十
一
一
拳

O 

七
五
凡

第
間
放

川
内
重
高
畢
湿
の
見
解
供
格
と
商
業
の
閥
係
に
就
い
て
は
ア

9
ス
ト
テ
レ
ス
中
世
数
台
関
係
皐
者
の
問
に
も
一
定

の
見
解
が
行
は
れ
て
ゐ
に
様
で
あ
る
が
、
今
こ
れ
を
姑
く
を
き
、
殺
展
的
に
見
て
、
先
づ
初
期
に
考
へ
ら
れ
た
の

は
販
骨
利
潤
卦
で
あ
り
‘
債
格
は
債
値
以
上
に
販
賓
利
潤
を
含
む
と
云
ふ
見
解
で
あ
る
。

皐
振
に
属
す
る
も
の
う
採
る
所
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
主
と
し
て
重
商

今
か
う
る
見
解
を
科
撃
的
に
基
礎
一
づ
り
た
と
一
五
は
る
〉

ω山門

γ
5
2
 

に
つ
い
て
そ
の
著

z
〉
ロ

F
A
t
q
宮内

o
p作
句
口
口
門
官
巾
弘
司
氏
‘
叶
一
円
山
一
同

2
3
0ヨザ
1
・
に
よ
り
之
伝
児
る
。

彼
は
伯
祐
を
分
析
し
て
陥
品
め
伺
格
は
異

ι

貨
の
制
作
.
依
と
販
賀
利
澗
J
Lり
な
と
も
の

1
し
、
山
県
賀
償
値
は
一
闘
の
持

、
、
、
、
、
、
.
、
.
、
‘
.
‘
.

働
者
の
平
均
的
に
見
た
る
山
一
定
期
間
中
に
生
産
す
る
事
の
出
来
る
商
品
の
数
畳
間
生
活
手
段
の
債
値
誼
に
位
の

身
躍
的
欲
望
を
充
足
し
そ
の
職
業
上
の
道
具
を
調
達
す
る
矯
の
必
要
経
費
問
原
料
の
債
値
に
依
っ
て
決
定
さ
れ
る

、
、
、
、
、
、

と
な
し
、
こ
れ
以
上
に
出
る
も
の
が
販
買
に
基
〈
利
潤
で
あ
っ
て
需
給
の
閥
係
に
よ
り
費
動
す
る
も
の
左
な
し
、

か
h

る
利
潤
を
『
耐
労
働
・
勤
努
・
熟
練
』
の
増
大
よ
り
楼
生
す
る
積
極
的
利
潤
に
劃
し
相
封
的
利
潤
と
呼
ぴ
前
者
は
何

q
p
'
iト

4
M
E
E
L
 

人
に
も
損
失
を
意
味
し
な
い
が
後
者
は
何
人
か
の
損
失
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
剖
ち
一
方
の
利
得
は
他
方
の
損

失
と
考
へ
る
の
で
あ
っ
て
(
卸
ち
枇
曾
的
に
見
れ
ば
欝
虫
歯
H
誌
湖
沼
H
議
商
議
)
、
勿
論
彼
は
債
格
が
流
通
過
程

に
於
け
る
貨
幣
の
定
量
に
よ
っ
て
支
配
き
れ
る
と
の
詰
を
否
定
し
金
銀
を
一
の
貨
物
と
見
倣
し
た
描
で
前
期
重
商

畢
探
の
見
解
に
反
劃
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
情
誼
恭

H
B膏
(
蝉
迫
)
十
四
罰
湖
主
富
な
る
考
へ
に
於
て
重
商
主
義
の

根
本
4
7
1
ぜ
に
立
つ
も
の
で
あ
り
否
或
一
面
で
は
こ
れ
を
科
皐
的
に
基
礎
ゃ
げ
た
も
の
と
云
ふ
事
が
出
来
る
。
か

う
る
見
解
に
劃
し
て
は
ζ

う
云
ム
非
難
が
加
へ
ら
れ
得
る
と
恩
ム
。
商
口
聞
を
債
値
以
上
に
販
責
し
或
は
債
値
以
下

つ〈事あるは云ふ迄もない。正常償給は競争が生産過程まで行は呂、事が一
時的均何償給Tこる市場債格と異る所である、正常償絡は又マーシヤ Jレの様に
甥期長期にも分も得。
高橋教拷著、経輝畢前史、 p・.5[2-519・
拙稿、商業機能皐設の安展(鰹濁論叢昭和十一年一月披)
Stuart， P口IlclF>leof Poltllcal Economy， Vol. I， p. 181， 182 ;
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に
購
買
す
る
色
の
正
せ
ば
何
等
飴
剰
の
成
立
を
説
明
し
得
な
い
で
は
な
い
か
。
彼
が
販
責
者
或
は
購
買
者
と
し
て

得
る
も
の
は
購
買
者
或
は
販
貰
者
と
し
て
失
ふ
事
と
な
る

J

尤
も
ス
チ
ュ
ア

I
ト
が
債
格
構
成
に
於
け
る
費
用
の

要
素
を
重
ん
じ
た
こ
と
、
或
意
味
で
は
費
用
に
於
け
る
斡
剰
の
包
含
を
肢
に
洞
察
し
て
居
り
、
責
渡
利
潤
を
一
種

の
投
機
利
吟
と
見
倣
し
た
と
色
考
へ
得
る
こ
と
一
や
か
骨
舟
の
概
念
を
以
て
す
る
以
上
節
費
飴
剰
の
必
伶
砂
釦
舎
に

ま
で
跡
づ
け
得
る
事
等
を
考
ヘ
ム
口
す
時
、
そ
の
考
察
は
極
め
て
注
目
す
べ
き
で
あ
る
が
、
兎
に
角
、
債
格
宇
佐
債
値

以
上
の
或
志
の
を
合
h
u
ー
と
考
へ
た
賄
で
重
商
主
義
の
典
型
的
範
曙
に
属
す
k
考
へ
待
。
重
商
主
義
の
根
本
的
考
へ

方
は
宙
諦
H
画
面
(
糊
週
)
十
罰
醐
浬
盟
通
知
-
E
d
)

謡
画
面
リ
謹
坤
週
H
誼
瑚
蕗
五
時
D
d
)

倒
置
咽
雌
瞳
棋
の
見
解
ん
ソ
ネ

l
L」
千
ュ

Y
ゴ

lbρ
問
中
心
に
考
察
す
る
。
哲
一
農
問
中
一
叫
に
於
て
は
僚
値
の
耕
民
間
中
佐
使
用

償
値
素
材
に
於
て
見
出
し
、
泊
施
H

に
謝
す
る
生
産
し
た
使
用
慣
値
の
徐
剰
が
最
も
目
に
見
え
易
い
所
の
農
業
に
於

て
の
み
徐
剰
の
成
立
彼
等
の
所
謂
E
司
円

op--【

Z
2
=
ー
を
見
出
し
、
商
人
や
工
匠
階
級
は
そ
の
州
労
働
と
交
換
に

そ
の
生
産
物
に
付
典
す
る
債
値
に
等
し
い
勢
賃
利
調
合
受
取
る
と
す
ふ
。
こ
の
商
人
工
匠
へ
の
支
梯
は
世
曾
的
品
質

、用で
あ
っ
て
原
生
産
物
の
債
値
を
増
す
も
の
で
は
な
い
。
却
ら
そ
の
根
本

?
1
ぜ
は
誌
瑠
璃
H
議
官
瑚
骨
骨
リ
州
地
迫

(
蹄
)
+
ま
じ
州
事
〈
一
一
時
一

(
E
H
)
債
格
は
市
場
の
耽
況
に
よ
り
翠
胞
一
以
上
或
は
以
下
に
な
る
が
、
骨
骨
帥
-
ち
金
利
一

便
値
を
含
ん
で
の
債
値
通
り
に
貰
ら
れ
る
事
が
自
然
的
秩
序
に
会
す
る
も
の
で
あ
り
、
然
ら
F
る
場
合
は
自
然
的

シ
ヤ

l
y
ヂ
!
ド
の
如
き
は
ケ
ネ

l
の
「
一
般
原
則
し
中
の
句
『
防
相
多

秩
序
が
破
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
へ
た
。

に
し
て
無
償
値
な
る
は
富
で
は
な
い
不
足
に
し
て
高
債
な
る
は
貧
窮
で
み
る
磐
多
に
し
て
高
債
な
る
が
帥
ち
富
裕

債
格
構
成
に
於
げ
る
商
業
の
作
用

第
四
十
二
巻

七
五
九

第
四
披

O 
士

Tur巨のt，Reflexions sur la formatIOD et la destribution des richesses第十七節
(永田課岩波1'.:16) 
拙稿、商業機能撃説の費展
しharlesGidc， Hl::.toire -d出 Doctrilne:i白:印mmiques1926， p. 18目

6) 



債
格
構
成
に
於
げ
る
商
業
の
体
用

第
四
十
二
巻

O 
八

第
四
時
制

七
六
O

で
あ
ふ
』
ぞ
以
て
こ
の
主
張
の
一
表
魂
と
な
し
て
居
る
一
が
、
ケ
ネ

l
、
チ
晶
一
Y

ゴ
ー
が
屡
ミ
商
品
債
格
の
消
費
者
の

必
要
よ
り
作
ら
れ
る
を
難
じ
、
商
人
の
債
格
均
上
の
必
要
を
説
く
の
も
或
一
面
で
は
費
用
債
格
以
上
に
債
値
通
り

に
買
ら
る
べ
き
伝
説
い
た
と
解
せ
ら
れ
符
る
と
思
ふ
。
個
別
商
品
の
債
格
は
故
に
怠
務
H
蔵
官
H

熔
迫

(
E
H蹄
)

十
砂
堂
。
宣
農
民
千
振
は
一
臆
誌
瑠
恭
H

誌
'B，b

一
附
の
観
念
を
採
り
、
商
業
費
用
商
業
剥
澗
の
介
入
は
佃
ゃ
の
商
品
に
就

い
て
見
れ
ば
債
格
を
高
め
る
が
、
枇
命
的
に
見
れ
ば
一
一
粧
品
孔
で
あ
り
除
剃
僚
値
の
控
除
む
あ
る
と
見
に
と
考
へ
ら

ー

れ
ro
ド
、
而
も
犯
が
先
に
指
摘
、
ャ
と
如
〈
牲
'
f

販
費
利
捌
説
仁
陥
ム
リ
戸
、
例
へ
ば
ケ
ネ

l
m
w
駐
掛
表
を
昆
て
も
、
不

生
産
階
離
は
そ
の
製
品
合
原
料
生
活
資
料
と
交
換
の
後
自
己
消
費
の
自
階
級
の
製
品
誼
に
利
潤
の
何
物
も
蔑
ら
な

い
と
見
た
如
き
商
工
業
に
於
け
る
利
潤
の
成
立
か
、
然
ら
や
ん
ぱ
販
頁
利
潤
説
に
陥
ら

5
る
を
得
示
、
彼
等
の
融

賭
を
彼
等
自
ら
表
明
せ
る
も
の
と
見
る
事
が
出
来
る
。
然
し
商
業
経
費
商
業
利
潤
を
飴
剰
債
値
卸
ち
純
生
産
物
の

一
分
裂
形
態
と
見
た
事
は
マ

Y
ク
ス
の
所
設
と
一
服
相
通
づ
る
・
も
の
あ
り
、
か
く
徐
剃
債
値
の
成
立
を
生
産
過
程

に
見
だ
し
た
鈷
は
一
の
進
歩
と
は
い
へ
、
偵
値
の
貫
韓
舎
一
の
素
材
的
な
も
の
使
用
債
航
仁
解
消
し
、

り
進
ん

r偵
値
分
析
に
入
り
科
ぎ
り
し
は
、
そ
の
見
解
の
偏
面
性
を
費
し
た
も
の
と
云
へ
ょ
う
。
そ
の
根
本
テ
ー

ゼ
は
喜
H

書
H

警
告
掛
)
+
霊
(
君
主
言
)
霊
前
企
画
面
H

湖沼(冊)+喜剛志〈諮雌
一
一
段
の
よ

週
(
掛

H
)
五時

D
d
)

間
正
統
畢
菰
の
見
解

正
統
皐
慌
の
所
説
は
匝
b
で
あ
る
が
先
づ
ユ
ミ
ス
と
リ
ノ
カ

l
ド
と
を
問
題
と
す
る
。
ー
ミ

ス
も
リ
ノ
カ

l
ド
も
そ
の
自
然
偵
格
の
構
成
に
於
で
は
向
業
勢
働
誼
に
利
潤
が
入

h
込
仏
、
そ
し
て
屡
冷
自
然
偵
格

十字ー、農業国の経涛的統治の一般原則第十八(増井課、経世事表、岩波、 P

71-、重要考察 (ρOb凶》団se計r円、v叫F
拙稿、商業機能率説の費展
A. Smilh， Wea!th of Nauuロs，Vol. I， p. 49以下
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量
密
議

、

、

、

、

、

、

遣

を
領
値
と
混
同
し
て
居
と
事
を
見
る
。

註
例
へ
ば
リ
カ
I
ド
は
債
値
は
之
を
製
造
し
之
を
市
場
に
鷲
す
矯
め
に
要
す
る
労
働
の
総
量
に
由
っ
て
決
定
Z
れ
る
と
し
、
例
へ
ば
靴
下
の

交
換
償
値
を
決
定
す
る
も
の
左
し
、
第
一
に
原
柿
を
栽
培
す
る
土
地
の
耕
転
に
必
要
な
Z
抽
労
働
第
一
一
に
其
棉
を
靴
下
が
製
造
せ
ら
る
べ
き
岡
迄

運
搬
す
右
勢
働
が
あ
り
其
巾
に
は
運
念
船
舶
の
連
遣
に
投
ぜ
ら
れ
た
勢
働
の
一
部
が
含
ま
れ
而
し
て
そ
れ
は
貨
物
運
賃
の
巾
に
課
せ
ら
る
第
一
一
一

に
紡
工
織
工
の
抽
労
働
第
四
に
生
産
を
助
〈
る
建
物
及
び
機
械
を
建
築
製
造
し
た
る
機
械
工
鍛
工
工
匠
の
勢
働
の
一
部
分
第
五
に
小
賀
商
人
及
ぴ

其
他
細
説
す
る
の
要
な
さ
幾
多
の
者
の
勢
働
が
あ
る
。
円
叫
等
各
種
労
働
の
純
量
は
止
靴
下
と
交
換
せ
ら
る
べ
き
他

ω諸
物

ω殿
量
を
決
定
し
同

時
広
一
方
此
等
他
の
諸
物
に
投
ぜ
ら
れ
た
持
働
の
様
々
な
る
分
量
日
狩
す
る
同
様
の
考
慮
が
同
様
に
靴
下
に
濁
し
て
興
へ
-
リ
る
べ
き
足
等
の
物

の
量
を
支
削
す
る
で
あ
ら
う
と
考
へ
た
。

ス
ミ
ス
は
自
然
債
格
は
勢
賃
利
潤
地
代
邸
ち
〈
十
日
よ
り
構
成
さ
れ
る
ち
の
と
し
商
業
持
働
は
向
品
を
生
産
す

、
.

h

唱
、
晴
、
.
、
、
，

h

，
h

晴

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

"

、

"

、

ー

る
却
ち
特
別
の
事
物
叉
芯
貰
却
し
得
る
ん
初
日
叩
に
圃
定
し
潤
象
化
き
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
伺
怖
子
高
均
一

3
も

の
で
あ
り
、
そ
の
勢
貨
利
潤
口
け
自
然
僚
格
を
高
め
る
と
考
ふ
。
彼
は
屡
ミ
商
人
が
販
賀
す
る
商
品
に
課
す
豆
附

加
債
格
な
る
語
を
用
ふ
る
い
か
、
彼
に
よ
れ
ば
薗
帯
日
脚

dHd掛
S
l
g
e事
跡
+
面
講
冊
一
円
常
-
叫
ん
切
苫
盟
と
考
へ

-

匂

O
，t
 

p
カ

l
v
は
ス
ミ
ス
の
州
労
働
費
用
設
を
倫
徹
底
的
に
貫
か
う
と
考
へ
た
が
、
彼
に
よ
れ
ば
ス
ミ
ス
の
知
〈
偵

格
が
柑
労
賃
利
潤
の
和
で
あ
る
と
の
考
は
誤
で
あ
っ
て
、
債
格
帥
ち
一
定
の
枇
労
働
よ
り
な
る
慣
値
は
勢
貸
利
潤
に
分

解
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
労
賃
が
大
と
な
れ
ば
利
潤
は
小
と
な
る
と
の
主
張
を
把
持
ぃ
、

こ
の
鈷
費
用
説
含
採
る
後

の
皐
者
に
大
瞳
承
認
さ
れ
て
居
る
が
、
利
潤
率
平
均
化
の
結
果
互
に
交
換
3
れ
る
商
品
が
必
や
し
も
等
し
い
持
働

量
を
含
ま
、
ざ
る
事
貫
に
直
面
し
、
捧
働
費
用
の
外
に
生
産
着
手
か
ら
生
産
物
責
却
迄
の
時
聞
を
も
併
せ
考
ふ
べ
き

と
な
し
、

こ
の
時
間
の
異
同
は
固
定
資
本
と
流
動
資
本
の
割
合
・
固
定
資
本
の
耐
久
性
・
流
動
費
本
の
回
韓
速
度
の

償
制
帽
構
成
ロ
於
げ
る
商
業
の
作
用

第
四
十
二
巻

七
六

第
四
時
制

O 
7L 

'9・D. Ricrlrdo， Principles of Politcaf EcoYlom)' and Taxation) Gonner， p 
A. S皿 ith，市V.of N.， Vol. 11， p. '74・
A. 呂田ith，W. of N.， Vo!. 1. p. 342.. V，，1. II， p. 37. 
D. Ricardo， Politi<:al Econorny， p.87 

12) 
'3) 
14) 
15) 



第
四
十
二
巻

債
格
構
成
に
於
げ
る
商
業
の
作
用

相
違
よ
h
J
京
市
る
も
の
と
な
い
、
こ
う
に
彼
の
債
値
二
原
論
の
根
嬢
が
あ
り
、

七
六

第
四
時
蜘

O 

一
面
か
ら
見
れ
ば
流
通
過
程
に
於
け

る
債
値
の
創
遺
債
格
構
成
へ
の
作
用
を
認
め
た
も
の
と
一
去
へ
ょ
う
。

ス
ミ
ス
リ
カ

l
ド
の
努
働
債
値
概
念
は
尚
極

め
て
組
雑
で
あ
り
、
例
へ
ば
彼
等
が
耐
業
勢
働
も
債
値
を
生
産
し
債
格
構
成
に
参
加
す
る
と
考
へ
た
そ
の
根
擦
の

如
き
或
は
利
潤
と
便
値
偵
格
左
の
闘
係
の
知
き
、
分
析
の
足
ら
ぎ
る
所
あ
る
は
否
定
出
来
な
い
が
、
少
く
も
拶
働

費
用
説
〈
抗
議
泊
料
…
に
於
村
品
苦
闘
土
町
立
を
成
一
一
間
℃
肢
か
ん
左
ト
努
力
し
つ
¥
金
し
こ
れ
な
「
一
恥
一
軒
し
υ
い
日
和
船
掛

に
臨
っ
た
事
は
極
め
て
注
目
す
べ
き
所
と
思
ふ
。
こ
の
貼
労
働
費
用
語
佐
貫
い
た
と
信
じ
っ
〉
幾
多
の
矛
盾
伝
ま

ぬ
が
れ
な
か
っ
た
マ

Y
ク
ス
に
劃
比
す
ペ
〈
、
私
は
寧
ろ
労
働
費
用
設
は
ス
ミ
ス
・

9
カ
ー
ド
に
踊
る
べ
し
と
す
る

幾
多
の
根
擦
を
見
出
し
得
る
と
共
に
流
通
過
程
に
於
け
る
勢
働
も
債
値
債
格
の
構
成
に
参
加
す
る
と
な
す
彼
等
の
一

見
解
に
色
見
る
ペ
き
も
の
は
多
い
と
息
ふ
。

仰
心
理
畢
掘
の
見
解
以
上
は
大
躍
費
用
設
を
採
る
者
の
所
見
で
め
る
が
、
然
ら
ぱ
効
用
設
に
於
て
は
こ
の
離
は

如
何
。
こ
の
立
場
に
立
つ
限
h
ノ
等
債
と
等
債
の
交
換
は
必
要
な
き
の
み
な
ら
や
絶
針
に
存
在
し
得
な
い
。
交
換
は

商
品
と
艶
債
財
と
に
異
る
評
債
を
下
す
人
ム
ザ
の
聞
に
の
み
経
梼
的
に
可
能
で
あ
る
と
考
へ

L
o
今
ペ
!
ム
の
見
解

に
よ
り
そ
の
所
設
を
見
る
。
被
に
依
れ
ば
債
格
は
限
界
買
買
嘗
事
者
の
主
観
的
評
債
に
よ
り
帥
ち
雨
賞
事
者
の
欲

望
の
敷
と
程
度
に
よ
り
決
定
さ
る
。
然
ら
ぱ
商
人
介
入
の
場
令
は
如
何
と
云
ふ
に
こ
の
揚
舎
は
そ
の
使
用
債
値
に

依
ら
十
し
て
主
観
的
交
換
債
値
に
よ
っ
て
評
領
さ
れ
る
。
か
冶
る
場
令
の
決
定
原
因
に
は
次
の
因
果
闘
係
が
あ
る
o

市
場
債
格
は
先
づ
商
人
の
債
値
許
僚
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
。
此
の
評
債
は
第
二
の
市
場
の
偲
想
的
市
場
債
格
に

16j Rirardo， l'olilical Economy， p. 23以下
小泉信三著、絡事草原論 p.2H.

17) 拙稿、商業機能率読のき苦展
18) Holtm-BaweTk， Grunclzuge d町 Theoriedes wi山cbaftJ.i ch~~1lI G首白川町ts(長帯、

岩波、 p.156， 159') 



よ
っ
て
左
右
さ
れ
更
に
こ
の
市
場
債
格
は
就
中
此
の
第
二
の
市
場
に
属
す
る
買
手
の
債
値
評
僚
に
よ
り
影
響
3
れ

る
。
ぞ
れ
故
に
商
人
の
仲
介
に
よ
っ
て
債
値
評
債
乃
至
他
の
市
場
の
公
衆
の
需
要
供
給
闘
係
は
第
一
の
市
場
の
市

場
債
格
の
高
低
に
影
響
を
あ
た
へ
る
も
の
で
あ
り
、
商
人
の
交
換
債
値
評
債
は
不
在
の
顧
客
の
使
用
債
値
評
債
に

基
〈
も
の
で
あ
っ
て
、
商
人
の
介
入
に
よ
っ
て
債
格
決
定
の
原
理
は
何
等
影
響
さ
れ
る
も
の
で
な
い
と
す
。
然
し

効
用
語
に
於
て
も
費
用
法
則
は
拘
棄
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
〈
、
生
産
財
の
債
格
は
限
界
生
産
物
の
債
格
に
よ
り
決

定
さ
れ
る
事
と
な
る
。
そ
し
て
商
業
利
潤
は
一
市
場
に
も
た
ら
す
商
品
の
一
切
の
費
用
の
限
界
商
人
の
費
用
よ
り

の
隔
離
の
中
に
印
ち
節
費
的
地
位
に
於
て
見
出
さ
れ
る
と
考
へ
る
の
で
あ
る
か
ら
商
業
利
潤
の
介
入
は
何
等
債
格

に
影
響
な
い
。
削
ち
醐
齢
U

謂
相
川
附
醐
糊
H
薗
国
一
}
宮
川
附
耐
糊
十
世
甜

然
し
こ
の
考
へ
方
に
謝
し
て
は
主
観
的
評
債
は
何
で
決
定
さ
れ
る
か
寧
ろ
債
権
が
却
っ
て
主
観
的
評
債
を
決
定

す
る
-
も
の
で
な
い
か
商
人
工
匠
等
何
等
使
用
債
値
を
認
め
な
い
も
の
は
主
観
的
評
債
は
零
で
は
な
い
か
、
不
在
者

の
使
用
債
値
評
債
が
彼
等
の
評
債
を
決
定
す
る
と
は
到
底
考
へ
ら
れ
な
い
例
令
こ
れ
を
認
め
る
と
し
て
も
べ

l
ム

も
或
意
味
で
は
肯
定
せ
る
如
〈
買
手
が
四
十
ア
ロ

l
リ
ン
の
効
用
を
認
め
る
色
そ
れ
以
下
で
手
に
入
れ
得
る
と
考

へ
る
限
り
四
十
ア
ロ

1
リ
ン
を
支
排
ふ
事
e

伊
込
円
じ
な
い
然
る
限
り
寧
ろ
債
格
が
彼
の
主
観
的
許
債
を
左
右
し
七
も

の
と
見
ぎ
る
を
得
な
い
と
の
疑
問
色
起
る
。
商
業
持
働
が
幾
何
債
格
構
成
に
貢
献
し
た
か
も
勢
働
そ
の
も
の
が
代

替
性
を
有
し
財
の
数
量
如
何
に
よ
り
組
合
せ
の
異
る
以
上
こ
れ
を
確
定
出
来
な
い
。
尚
屡
ミ
云
は
れ
る
如
〈
主
観

的
評
債
の
数
字
に
よ
る
表
現
そ
の
研
究
態
度
の
非
枇
曾
的
非
歴
史
的
性
質
も
一
の
弱
鈷
と
も
見
ら
れ
得
ょ
う
。

債
格
構
成
に
於
げ
る
商
業
の
作
用

七
六

第
四
時
弧

第
四
十
二
容

Bohm-Bawerk， 前摘、 p・201. 202. 

高田教授者、経世年皐新議、第二唱~ p. 187"-204・

国連忠男著、輝君年原論 k、p.219 
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債
格
構
成
に
於
げ
る
商
業
の
作
用

第
四
十
二
巻

七
六
問

第
四
務

⑥
マ
ル
ク
ス
の
見
解

遣
を
認
め
な
い
円
。
従
っ
て
商
業
の
生
産
性
を
否
定
す
る
が
、
市
も
商
業
介
入
の
資
本
制
生
産
の
下
に
於
け
る
必
然

マ
Y

ク
ス
は
λ

ミ
ス

p
カ
l
ド
に
反
し
て
流
通
過
程
に
於
け
る
債
値
或
は
飴
剰
慣
値
の
創

性
を
認
め
る
n

然
る
限
h
ノ
商
業
資
本
は
営
然
一
定
の
利
潤
の
分
配
に
預
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
わ
け
で
あ
る
が
、
被
は
之

台
商
業
資
本
家
は
産
業
資
本
家
よ
り
そ
の
商
口
聞
を
償
値
或
は
生
産
債
格
以
下
に
譲
受
け
、
之
ヤ
債
値
或
は
生
産
債

格
通
h
ノ
に
罵
る
も
の
と
考
へ
る
。
即
ち
商
業
資
本
の
介
入
は
産
業
の
生
産
し
た
平
均
利
潤
の
分
配
合
捷
，
史
す
る
も

の
で
あ
り
、
必
熱
そ
の
率
は
商
業
資
本
に
分
興
せ
ら
る
う
だ
の
低
下
す
忍
こ
と
と
な
る
が
、
商
人
の
販
貰
債
格
に

は
何
等
器
使
夏
な
き
も
の
と
考
ふ
。
印
ち
掛
〉
S
罰
糊
薗
蕗
H
肝
冊
廟
蕗

u
甜
〉

S
障
h
f
圃
蕗
+
制
苫
謹
盟
或
は
産

業
資
本
家
の
利
潤
を

p
商
業
費
本
家
の
利
潤
を
h
産
業
資
本
家
の
前
借
資
本
e
T
K
商
業
資
本
家
の
そ
れ
を
E
平
均

利
潤
卒
を
Y
と
せ
ば
商
品
の
債
値
或
は
生
産
債
格
は
、
者
H
R
+匂
+
r
H
田
内
+
(
穴
+
内
、
守
、
卸
ち
商
品
は
使
値
逼

h
ノ
に
貰
ら
れ
て
商
人
の
手
に
一
定
の
利
潤
を
も
た
ら
す
事
と
な
る
do

然
し
マ

Y
ク
ス
の
こ
の
凡
解
に
は
幾
多
の
疑

問
が
め
る
。
商
品
の
生
産
債
格
は
山
一
一
般
利
潤
率
と
一
商
品
そ
れ
自
身
の
債
値
に
よ
り
擾
化
し
一
般
利
潤
卒
は
り

徐
剰
債
値
率
作
祉
合
同
線
資
本
の
鑓
化
に
よ
る
が
私
の
吟
味
も
必
然
こ
れ
等
の
原
因
に
就
て
な
き
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

き
て
彼
に
よ
れ
ば
商
業
の
介
入
は
流
通
期
聞
を
短
縮
し
機
能
的
生
産
資
本
を
増
し
流
通
費
用
を
排
除
す
る
意
味
に

於
て
利
潤
率
の
増
加
を
認
む
。
然
る
限
り
こ
の
商
業
の
介
入
の
在
否
に
よ
る
利
潤
率
の
相
違
は
ど
う
し
て
商
業
の

*
 

造
つ
に
も
の

k
云
へ
な
い
だ
ら
う
か
。
間
接
的
に
然
り
と
答
ふ
る
と
す
る
も
生
産
的
労
働
以
外
の
も
の
が
|
例
へ

ば
u
ノカ

1
ド
も
認
め
た
流
通
期
間
の
長
短
の
如
き
が
債
値
創
造
延
い
て
は
債
格
を
も
左
右
す
る
事
を
承
認
し
た
事

Marx， Das Kapital IB S. 113-122. 
Marx， D.s Kapital lTIB 11' S. 236-243 今資本構成が以下の如き場合生産
物ば720C+】80"17+ 180M= ，080であるがこ川二 100とt'ふ商業資本が加は h
一定の別潤を要求寸るとせば純資本z∞0(720+180←J.Oりに到し自主熟l僚値が
分配きれる事となる故利潤率は 20~五よIj 18~~1こ低下寸る然る限ち産業資本
家必 1062によ h 商人に商品を版賢し商人はこれに 19.~附加して償値(或は生

22) 
23) 



は
認
め
ね
ば
な
る
ま
い
。

ペ

I
ム
は
枇
合
資
本
の
畳
が
マ
戸
ク
ス
の
平
均
利
潤
を
左
右
す
る
事
を
以
て
債
値
法
則

の
矛
盾
を
指
摘
し
て
ゐ
る
が
、
こ
の
組
資
本
の
中
に
は
生
産
に
直
接
関
係
の
な
い
商
業
資
本
が
介
入
す
る
時
盆
や

7

Y
ク
見
に
よ
れ
ば
使
格
に
入
り
こ
む
勢
働
は
『
枇

償
値
法
則
よ
り
の
隔
離
は
甚
だ
し
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

合
的
必
要
勢
働
』
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
吐
合
的
必
要
勢
働
は
多
く
の
論
者
も
認
め
る
如
〈
生
産
技
術
的
意

味
(
郎
ち
一
一
枇
舎
の
平
均
的
技
術
牒
態
)
と
祉
命
日
的
需
要
を
充
す
と
云
ふ
意
味
I

三
一
つ
あ
り
得
る
料
、
今
後
者
を
問

題
と
す
る
と
し
て
、
商
業
が
一
地
方
の
徐
剃
生
産
物
卸
ち
枇
曾
的
必
要
外
の
努
働
或
は
債
値
非
生
産
的
帥
労
働
を
他

の
需
要
あ
る
地
方
に
青
し
こ
れ
に
枇
合
的
必
要
性
を
輿
へ
た
時
こ
の
商
業
持
働
が
債
値
を
生
産
し
た
と
云
へ
な
い

だ
ら
う
か
。
思
ふ
に
叩

Y

ク
ス
に
於
り
る
捧
働
借
用
論
九
74
貫
く
た
め
に
は
成
意
味
一
一
じ
は
流
池
過
程
に
於
け
る
生
産

性
を
承
認
せ

5
4
べ
か
ら

g
a
と
共
に
専
ら
州
知
倒
費
用
説
の
み
を
賞
(
事
も
亦
岡
難
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。
州
出
る

限
り
ス
ミ
ス

9
カ

l
ド
の
捧
働
債
値
説
に
極
め
て
近
い
も
の
だ
ら

5
る
を
得
な
い
が
、
こ
の
鈷
は
史
に
配
給
費
の

問
題
を
考
察
せ
ば
更
に
明
白
と
な
る
。

二
.
慣
桔
I
C
配
給
費
の
聞
係

配
給
費
は
債
値
債
格
の
上
に
如
何
な
る
意
義
を
も
つ
か
。
こ
の
鞘
に
闘
す
る
諸
見

解
は
債
格
と
商
業
利
潤
の
閥
係
に
劃
す
る
上
越
の
考
察
の
中
に
大
韓
遺
べ
て
お
い
た
が
、
重
農
主
義
に
於
て
は
こ

れ
は
枇
舎
的
に
は
一
つ
の
経
費
で
あ
り
純
生
産
物
よ
り
の
一
控
除
と
考
へ
た
事
は
上
越
の
却
〈
で
あ
り
、

9
カ

l
ド
に
於
て
は
か
h

る
経
費
も
商
口
叩
の
債
値
を
高
め
利
潤
と
共
に
正
常
債
格
の
構
成
に
入
り
込
ひ
も
の
と
考

へ
だ
。
心
理
皐
蹴
の
限
界
生
産
費
中
に
製
造
原
債
に
劃
す
る
附
加
と
し
て
配
給
経
費
の
含
ま
れ
て
ゐ
る
事
は
明
白

-̂ 
ミ

ニえ

償
給
構
成
に
於
同
町
る
商
業
の
作
用

第
四
十
二
審

七
六
五

第
四
時
制

一一

産債格)通りの1080で商品を貰る事となる。放に生産債格はK+181二等じいこ
と〉なる。 (0制 KapitalIIIB11' :';. "41) 
品例へば前例 1: 於て商人が介在せやし 1 配給貨は増し1l00~要す左サぱ利i回
準は 1641"% となる、資本同輔の趨肢かm'V /じのnの増大}は利潤挙の増
大となる。
ベーム、パウ~':.)レク、 ...1レ!/;;ocA事説憾茶の終駕(竹原誇 p.95) 24) 



債
格
構
成
に
於
げ
る
商
業
の
作
用

第
四
十
二
巻

第
四
時
現

四

七
六
六

マ
M
F

グ
ス
に
於
て
は
之
は
如
何
に
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
か
。
今
或
意
味
で
は
生
産
の
延
長
と
も
考
へ
ら
れ

る
或
種
の
運
設
貯
識
を
除
い
て
考
へ
る
に
、
純
粋
の
流
通
費
と
は
例
へ
ば
事
務
所
・
紙
・
郵
税
等
の
不
襲
資
本
そ
の

他
計
算
・
簿
記
@
市
場
取
引
・
遁
信
・
廃
合
等
誌
に
こ
れ
に
附
随
す
る
付
労
働
の
費
用
で
あ
一
る
が
、
こ
れ
等
所
謂
債
依

賞
現
の
錫
の
不
慶
資
本
可
種
資
本
帥
ち

C
l
J戸
。
|
巧
に
伴
ム
経
費
は
債
値
此
に
債
格
の
上
に
如
何
な
る
影
響

で
あ
る
。

pe
主リ『
j

n

0

1
c
，Tす
'
J
め

流
通
過
程
に
於
げ
る
慣
値
生
産
叩
ぜ
否
定
す
る
限
り
配
給
授
の
介
入
日
付
憤
値
hy
一向め，
o
専
は
必
然
否
定

き
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
熱
し
か
出
る
組
費
の
存
在
が
資
本
主
義
的
再
生
産
過
程
に
必
然
的
な
も
の
で
あ
り
こ
れ
が

商
人
に
依
り
前
借
さ
れ
た
以
上
何
か
の
方
法
で
回
牧
否
一
定
の
利
潤
を
以
て
回
牧
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

7
Y
グ

メ
自
身
も
か
〉
る
流
通
費
用
は
そ
れ
が
流
動
資
本
か
ら
な
る
限
り
は
全
部
的
に
、
ぞ
れ
が
固
定
資
本
か
ら
な
る
限

り
は
刷
用
減
分
に
比
例
し
て
、
商
品
の
販
責
債
格
に
追
加
要
素
と
し
て
入
り
込
む
と
し
て
ゐ
る
が
こ
れ
は
商
品
に
何

等
現
貫
の
債
値
を
附
加
せ
な
い
事
を
断
っ
て
ゐ
る
。
然
る
限
り
こ
〉
に
表
見
的
に
は
債
値
以
外
の
債
格
構
成
要
素

が
出
現
し
た
事
と
な
る
。
商
人
の
貰
買
の
目
的
で
放
下
さ
れ
る
資
本
の
総
額
を
B
こ
れ
に
伴
ふ
不
種
資
本
を
K
可

整
資
本
を
b
と
す
れ
ば
商
品
の
版
責
債
格
は
国
+
内
+
σ
と
そ
れ
に
劃
す
る
利
潤
の
融
和
よ
り
な
る
べ
き

rが、

こ
の
結
を
更
に
吟
味
す
る
に
、
今
b
を
除
い
て
考
ふ
れ
ば
B
は
購
買
債
格
を
代
置
す
る
に
過
ぎ
宇
自
己
に
劃
す
る

利
潤
以
外
に
は
何
等
の
部
分
も
こ
の
債
格
に
附
加
せ
な
い
が
、

K
は
自
己
に
劃
す
る
利
潤
以
外
に
そ
れ
自
身
を
も

附
け
加
へ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
こ
の
中
前
借
不
品
捜
査
本
は
枇
曾
的
に
見
れ
ば
徐
剰
債
値
の
控
除
を
な
す
が
、
更
に
B

と
共
に
祉
舎
総
資
本
の
増
額
と
な
り
平
均
利
潤
率
の
低
下
を
も
士
ら
す
f

L
」
と
な
る
。
更
に
b

に
就
い
て
考
へ
る

Hilferrline;はベームは債値と債絡を混同せる色のなり、 1自「ホ家的競事は領値
の生産債格への噂化i[eもたらすのであ旬、知向なる資本lこ閥らす・投資部門に
費すz競苦手は利潤""要求す。然し線鯉的に見れば線債格=線、債値にしで生産
資本のみが債値、債格を規制すと云ふ (Hi.lo，ding勢働{賢官官説u)擁護塚本語
p. t)6一中，)

25) 櫛田氏蔵、マルクス慣値概念に闘す昌一考察(全集第二二轡 p..108.) 



に
こ
の
過
程
仁
於
け
る
b
は
7

Y
グ
ス
に
従
へ
ば
何
等
偵
値
ぞ
生
産
す
る
も
の
で
は
な
く
債
値
を
貫
現
す
る
に
過

ぎ
な
い
、
従
っ
て
K
と
同
じ
く
枇
合
的
経
費
に
過
ぎ
や
利
潤
率
を
低
下
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
商
人
に
よ
り

資
本
と
し
て
投
ぜ
ら
れ
る
限
り
そ
れ
自
身
誌
に
一
定
の
利
潤
の
岡
牧
を
必
要
左
す
る
以
上
、
商
品
の
債
格
構
成
に

参
加
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
へ
ら
る
而
し
で
か
〉
る
勢
働
生
そ
の
偵
格
は
勢
働
力
の
生
産
費
に
従
っ
て
決
定
さ
れ

資
本
家
の
た
め
に
貫
現
ぞ
助
け
る
利
潤
の
量
と
は
何
等
必
然
の
闘
係
に
立
つ
・
も
の
で
な
い
と
す
る
印
ち
文
梯
第
賃

以
上
仁
田
資
本
家
は
依
剰
憤
値
貫
現
の
盤
費
が
除
か
れ
る
の
で
あ
る
。

勢
働
費
用
識
を
専
一
に
町
か
う
'
と
す
る
限
り

7
Y
ク
ス
の
か
〉
る
債
格
債
航
と
配
給
費
の
闘
係
に
劃
す
る
考
察

は
多

t
の
難
蜘
に
陥
る
、
今
資
本
構
成
相
等
し
き
A
、
日
一
一
つ
の
生
綾
部
門
伝
特
へ
る
い
ゆ
岡
部
門
共
ド
ド
U
Q
m
-
4

8
〈

十

包

B
H
H
gな
る
資
本
構
成
を
前
提
と
し
且
一
小
一
控
査
本
は
全
部
消
耗
す
る
も
の
と
前
提
す
れ
ば
勿
論
山
山
間
二

部
門
共
に
債
格
は
使
値
通
り
の
切
で
あ
忍
が
、
今
山
山
部
門
に
は
配
給
費
炉
開
閉
部
門
に
は
そ
れ
が
零
な
る
場
合
を

考
へ
て
見
る
に
、
配
給
費
五
十
も
一
定
の
利
潤
を
要
求
さ
れ
る
以
上
、
生
産
債
格
は
利
潤
率
平
均
化
を
前
後
と
す

る
限
り
A
部
門
は

Z
Q
(蔵
恭
)
H
意
書
2
8
)
+
-
O
B
部
門
は

E
O
(通
恭
)
H
4用
意
(
5
0
)

ー
さ
で
あ
り
債
値
債
格

の
こ
の
隔
離
は
勿
論
利
潤
率
平
均
化
の
中
に
存
す
る
と
は
い
へ
生
産
的
努
働
に
無
関
係
な
配
給
費
が
債
格
に
影
響

し
、
債
値
と
債
格
の
隔
離
を
膏
す
一
原
因
を
遣
っ
て
ゐ
る
事
を
見
る
o

斯
の
如
く
生
産
的
資
本
に
闘
係
の
な
い
二

費
用
が
商
品
の
償
格
を
動
か
し
て
居
る
事
は
注
目
す
で
き
で
、
こ
れ
又
或
意
味
で
は
ワ
カ
!
ド
を
し
て
勢
働
費
用

J

識
と
共
に
時
間
の
要
素
を
介
入
し
て
流
通
過
程
に
於
け
る
査
本
に
聾
す
る
利
潤
の
根
源
を
認
め
し
め
る
と
共
に
疏

債
格
構
成
に
於
げ
畠
商
業
の
作
用

第
四
十
二
巻

七
六
七

第
四
務

ヨ王

Marx， Das Kapital， rtJB. lT. S. 211J3-
Marx， Das K apita!， IIIB. lT. S. 20・

Marx， Das Kapital， 1 IIB. rr. '1'. S. 2::;:{ 

Marx， Das Kapi ta!， IIIB. IT. S. 254. 
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債
格
構
成
に
於
げ
る
商
業
の
作
用

一
-F、

七
六
八

通
過
程
に
於
け
る
諸
経
費
の
債
値
債
格
へ
の
介
入
を
承
認
せ
し
め
た
一
の
所
以
で
あ
り
。

を
極
め
て
攻
撃
し
て
居
る
所
で
あ
る
が
、
そ
の
7

Y

ク
ス
に
於
て
も
矢
張
未
だ
こ
の
問
題
は
解
決
さ
れ
て
ゐ
る
と

第
四
十
二
巻

第
四
競

こ
れ
は
7

Y

ク
ス
が
口

は
思
は
れ
な
い
。
勿
論
7

Y

ク
ス
に
於
て
は
之
を
枇
合
的
に
見
れ
ば
語
圏
蕗
H
詣
圃
画
H
糊
週
薗
蕗
+
制
耳
堂
薗

+
再
審
糊
と
し
て
説
明
さ
れ
て
ゐ
る
故
こ
の
意
味
で
は
債
値
法
則
が
支
配
す
る
と
も
一
耳
へ
ょ
う
が
、
内
部
的
封
立

聞
係
合
者
、
過
す
る
永
績
的
浪
岡
崎
あ
る
も
の
う
紘
一
併
の
概
念
が
果
し
て
如
何
な
る
意
味
ぞ
も
つ
か
事
ろ
交
換
聞
係
は

個
々
の
商
品
に
つ
い
て
一
五
ふ
時
始
め
て
勢
働
費
用
説
の
主
張
が
意
義
づ
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
ふ
。
然

し
謹
ん
で
考
ふ
れ
ば
配
給
費
は
徐
剰
に
劃
す
る

控
除
で
何
故
に
め
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
か
。
そ
の
事

肖
瞳
流
通
過
程
の
債
値
を
生
産
せ

F
る
事
ぞ
前

提
と
し
て
始
め
て
云
へ
る
の
で
あ
っ
て
こ
の
前

提
白
髄
が
論
謹
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
商
業
の
在

否
に
よ
り
線
債
値
に
無
関
係
な
れ
ば
兎
に
角
商

業
の
介
入
自
瞳
一
定
期
間
よ
り
見
れ
ば
再
生
産

過
程
を
短
縮
す
る
意
味
そ
の
他
に
於
て
綿
債
値

の
増
殖
で
あ
る
以
上
こ
の
考
へ
方
は
支
持
し
得

ら
れ
な
い
。
思
は
寧
ろ
ス
ミ
ス

9
カ
ー
ド
の
知

一
+
A
丸

町

/

¥

A

h

N

 

f
m
吋
-
/
ヘ

J

A
Z
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一

E

/

ヘ
斗
一

W
+
w

一

一

一

一

-

-
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m
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円
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色

+
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+
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+
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a
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E
'
1
l

、

(;1=(;(.1)+心仙+G(司+G(oI)=前借貨幣資本

"¥'1=仕入商品の購買償給

川=く2Lg=商品購買の悼の費用

川=く弘
3

運送保管のための諸費用(A，
F 

=勢働力の債格Pn13=生産手段の債格)

W=/A  
4 ¥zん=商品販賓のための諸費用

W5~版責商品の原債(商品の仕入債格+購買の諸

用賀請の賢販+
 

用費請の等管保途運+
 

用

的

+
E

費

l
4
1

，.‘札 =商品販資による貨幣収入

小泉信三著、経済原論 p. 273-376.• 
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く
流
通
過
程
に
於
け
る
帥
労
働
の
如
き
も
僚
格
を
高
め
る
と
同
時
に
債
値
を
色
高
め
る
も
の
と
考
へ
る
事
に
於
て

そ
の
限
で
は
勢
働
債
値
設
に
何
等
矛
盾
を
来
す
も
の
で
は
な
い
と
忠
ふ
。

今
商
品
が
責
却
さ
れ
る
迄
の
費
用
卸
ち
販
貰
商
品
の
債
格
構
成
に
参
加
す
る
費
用
を
見
る
弘
、
前
表
の
如
し
、

購
買
債
格
ド
附
加
さ
れ
る
配
給
費
は
個
ゃ
の
商
人
に
よ
り
異
る
わ
け
で
こ
れ
に
製
造
原
債
誼
に
一
定
の
利
潤
を

加
算
し
た
個
別
的
債
格
は
叉
異
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
が
こ
の
場
合
自
由
競
争
を
前
提
と
し
て
限
界
債
格
が
支
配
す
る
か

卒
均
債
格
が
支
配
す
る
か
は
一
つ
の
問
題
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

7

M

F

ク
ス
の
見
解
に
立
つ
限

h
商
人
の
購
買

債
絡
に
一
生
産
部
門
の
平
均
配
給
費
と
平
均
利
潤
が
加
算
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
は
十
で
あ
る
が

7
Y
ク
ス
の
平
均
概

H
 

A

小
山
い
は
向
問
聞
は
多
い
色
胞
ふ
い
か
ん
1

こ
の
紺
に
は
欄
れ
な
い
。

一
回
一
、
個
輔
と
商
業
資
本
の
国
轄

回
轄
と
酷
似
し
た
も
の
で
あ
り
例
へ
ば
貨
幣
と
同
様
そ
れ
が
十
回
轄
す
る
な
れ
ば
自
己
に
十
倍
し
た
債
値
を
商
品

の
形
で
購
買
す
る
異
る
所
は
貨
鮮
は
相
異
る
所
有
者
の
手
を
通
過
す
る
の
で
あ
り
通
用
個
貨
の
数
量
は
通
用
の
速

商
業
費
本
の
間
前
科
は
の
l
可
否
ー
!
じ
に
よ
り
表
現
さ
れ
る
c

こ
れ
は
貨
幣
の

皮
に
よ
り
補
は
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
商
業
資
本
の
場
合
は
同
一
の
貨
幣
資
本
が
同
一
人
の
手
で
反
復
的
に
購
買

販
責
に
用
ひ
ら
れ
る
中
に
徐
剰
を
件
ふ
一
の
資
本
回
轄
に
る
賄
ぷ
特
徴
を
も
っ
。
こ
の
回
轄
は
二
つ
の
制
限
を
受

け
る
。
生
産
期
間
誼
じ
個
人
的
な
消
費
の
速
度
と
範
園
。
然
し
こ
の
場
合
商
業
資
本
は
相
異
つ
に
否
相
卦
立
す
忍

産
業
資
本
の
回
轄
を
も
媒
介
し
得
る
故
か
冶
る
生
産
期
間
消
費
期
間
よ
り
受
け
る
制
限
を
も
突
破

L
得
る
。
商
業

資
本
の
回
輔
は
か
、
ふ
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
が
こ
れ
は
債
格
の
上
い
如
何
な
る
影
響
を
色
っ
か
。
元
来
商
品
の
販

債
格
構
成
に
於
げ
る
商
業
の
作
用

第
四
十
二
巻

七
六
九

第
四
披

ヒ

て
る
生
階
千

れ
げ
一
段
の

3
於
は
産
こ

均
に
れ
生
ぱ

平
と
こ
制
れ

は
も
。
本
車

値
の
Z
資
、

償
件
れ
だ
が

的
傑
Z
ん
品

別
産
回
遊
め

個
生
支
に
で

の
の
は
更
の

量
位
小
が
る

数
劣
大
畠
へ

る
は
の
あ
考

4
7
或
値
で
と

.
醐
肱
優
債
合
品

勾
に
は
均
場
す

川
魁
求
或
卒
の
玖

，
拍
要
中
の
で
一

3
的
合
と
し
に

n
F

曾
場
。
と
格

、
祉
の
よ
提
債

皐
の
こ
に
前
産

湾
定
、
が
を
生

悠
一
る
き
事
は

笹
は
す
多
競
値

経
て
成
が
る
償

、
於
構
れ
げ
揚

著
に
を
づ
於
市

雄
ス
値
い
に
は

寅
ク
債
の
門
で

西
ル
場
品
部
於

申
7

市
商
産
に

33) 
34) 



慣
格
構
成
に
於
げ
る
商
業
の
作
用

第
四
十
二
容

第
四
時
鵬

l¥. 

七
七

O

買
槙
格
は
費
用
設
の
立
場
に
立
つ
限
h
生
産
債
格
と
平
均
利
潤
の
雨
商
か
ら
制
限
づ
け
ら
れ
外
部
的
に
奥
へ
ら
れ

て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
薄
利
多
買
か
否
か
は
商
人
に
懸
る
所
で
は
な
い
。
百
圃
の
小
貫
資
本
で
一
筒
一
国

の
向
H

叩
を
二

ouwの
利
潤
で
一
箇
一
周
二
十
銭
で
貰
る
。
こ
の
商
品
の
生
産
債
格
が
半
減
し
た
と
せ
ば
二
百
本
を

六
十
銭
に
一
箇
十
銭
の
利
潤
で
販
買
す
る
。
生
産
債
格
の
大
小
は
一
定
資
本
に
よ
る
取
扱
尚
日
間
量
に
は
影
響
す
る

も
利
潤
率
に
と
っ
て
は
何
等
の
影
響
は
な
い
が
商
品
一
筒
へ
の
商
業
利
閥
的
ち
向
人
の
行
ふ
追
加
じ
は
臨
め
て
著

し
く
決
定
的
に
参
加
し
て
行
く
。
二
十
聞
な
る
利
潤
は
一
方
は
百
に
一
方
は
二
百
に
分
割
さ
れ
て
行
〈
が
一
本
の

生
産
債
格
そ
の
も
の
は
産
業
資
本
の
生
産
率
に
左
右
さ
れ
る
。
尤
も
こ
れ
は
競
争
上
の
諮
現
象
需
供
闘
係
の
盤
化

に
よ
ち
‘
一
般
市
場
で
は
異
る
現
象
を
呈
す
る
事
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
こ
う
で
問
題
外
と
し
て
、
費
用
語
に
立
つ
限

カ
こ
の
賄
は
一
際
肯
定
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
熱
心
と
の
商
業
資
本
の
債
格
構
成
に
於
げ
る
作
用
は
そ
の
同
轄
金
考
へ

る
時
は
一
定
の
限
界
に
於
て
異
る
事
情
を
粛
す
。
元
商
事
商
業
資
本
に
蹄
属
す
る
利
潤
率
は
産
業
資
本
の
造
り
出
す

利
潤
量
士
総
資
本
中
の
商
業
資
本
の
相
卦
的
大
き
さ
に
よ
り
輿
へ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
商
業
資
本
の
同
轄
は
こ
の
相

調
的
の
大
き
さ
に
決
定
的
に
参
加
す
る
こ
と
は
云
ふ
迄
も
な
い
。
然
し
今
こ
の
相
調
的
の
大
き
さ
が
興
へ
ら
れ
た

と
す
れ
ば
、
相
異
っ
た
商
業
諸
部
門
に
於
げ
る
問
輔
聞
の
差
異
は
商
業
資
本
に
陥
属
す
る
穂
利
潤
の
大
さ
の
上
に

も
ま
た
一
般
的
利
潤
率
の
土
に
も
影
響
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
尚
人
の
利
潤
は
彼
が
回
蒋
せ
し
め
る
商
品
資
本
の

量
に
依
つ
て
は
決
定
さ
れ
十
彼
が
こ
の
回
轄
の
媒
介
上
に
前
借
す
る
貨
幣
資
本
の
大
小
に
依
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

一
般
的
の
年
利
潤
率
が
一
五
%
商
人
が
百
園
前
借
す
る
と
せ
ば
彼
の
資
本
一
か
年
一
度
回
輯
せ
ば
百
十
五
闘
で
賓
ら

均償値以下で生産されるものは特別利i問世話捧げ晶わりである。この揚令問問
は何故平均が支配するか一定の需要合前提とする限り怯界的のものに市場債
値は蹄著しはせないかの問題でめる、(三木保藤氏、.，.Iレクスの傾値諭に於げ
る平均観察を限界原理の矛盾.中央公論昭和凶年十二周)この里』に闘しては
マルクスシズムよ hの論設として肉阪氏資本論纏系下全壊げ得£が向首背し
難い監も少くはない。



一
年
間
に
五
百
聞
に
相
営
す
る
商
品
が
五
百
十
五
闘
で
買
ら
れ
る
事
と
な
る
。

一
般
的
利
潤
率
の
支
配
を
前
提
正
す
る
限
。
然
ら
ぎ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
も
相
具
っ
た
産
業
部
門
に
於

れ
、
五
回
回
轄
せ
ば
百
三
闘
で
、

け
る
商
業
資
本
の
回
韓
度
数
は
商
品
の
債
格
の
上
に
直
接
に
影
響
し
商
業
資
本
の
回
轄
度
数
に
逆
比
例
し
て
債
格

へ
の
追
加
が
行
は
れ
る
事
と
な
る
を
知
る
。
勿
論
こ
れ
は
所
謂
平
均
概
念
に
立
つ
限
り
は
平
均
的
な
場
合
に
つ
い

て
云
っ
た
の
古
平
均
以
上
の
回
轄
を
持
つ
も
の
は
平
均
的
以
上
の
生
産
僚
件
に
於
け
る
も
の
〉
様
に
特
別
利
潤
を

嘩
胴
す
事
は
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
今
前
提
に
よ
り
利
潤
率
誌
に
商
業
資
本
の
相
封
量
が
外
部
的
に
奥
へ
ら
れ
て
ゐ
る

と
し
て
も
そ
の
範
圏
内
に
於
て
流
通
過
程
の
み
に
作
用
す
る
生
産
か
ら
遊
離
さ
れ
た
商
業
資
本
の
同
特
な
る
事
賞

一
が
布
川
口
川
の
債
格
4m-
左
右
「
る
事
は
生
産
に
作
用
す
る
捗
倒
の
み
が
刈
仙
の
償
航
結
い
て
は
慣
格
松
左
右
す
る
と
の

一
一
首
説
に
劃
す
る
一
の
制
限
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
刑
し
て
哉
位
引
い
か
前
週
過
科
に
於
け
る
諸
事
情
が
商
品
の
伯
格
を

作
用
す
る
事
を
認
め
る
以
上
我
等
は
勢
働
費
用
と
時
間
と
の
要
素
佐
取
入
れ
て
債
値
二
原
論
十
一
説
い
た
リ
カ
ー
ド

そ
の
他
正
統
皐
振
の
崎
労
働
費
用
設
と
之
を
専
一
に
貫
こ
う
と
努
力
し
た

T

W
ク
ス
の
そ
れ
と
の
問
に
大
き
な
距
離

釦

は
認
め
得
な
い
。

以
上
我
等
は
商
品
の
債
格
を
左
右
す
る
要
素
は
必
や
し
も
一
に
非
守
勢
働
費
用
訟
を
専
ら
貫
〈
事
は
困
難
で
あ

る
事
を
'
知
っ
た
。
そ
し
て
若
し
こ
れ
を
貫
こ
う
と
す
る
限
り
債
格
と
債
値
の
隔
離
は
到
底
説
明
し
得
な
い
と
共
に

債
格
一
か
叉
債
値
生
産
勢
働
以
外
の
要
素
で
動
か
さ
れ
得
る
事
賓
を
も
説
明
し
得
な
い
。

9
カ

l
ド
そ
の
他
正
統
率

振
を
悩
ま
し
た
か
、
る
問
題
は

7
Y
ク
ス
に
於
て
も
未
だ
解
決
さ
れ
て
ゐ
な
い
事
砂
一
知
っ
た
。
次
に
今
一
つ
の
問

債
格
構
成
に
於
げ
る
商
業
の
作
用

第
四
十
一
一
巻
』

第
四
輔
副

11， 

七
七

M.n，. Das Kapital 'JIIB IT. S. 2.57 
Da< Kapit.l， IIIB. IT. 259・

Marx， Ilas Kapital IIIH. lT. S.剖>4・
~:Iarx ， Dm; Kapltal 11IB. IT.日.366l 267 
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債
格
構
成
に
於
げ
る
商
業
の
作
用

第
四
十
二
巻

七
七

第
四
時
抗

一二

O

題
は
帥
労
働
債
値
読
に
立
つ
で
も
7

Y
ク
ス
の
如
く
流
過
過
程
に
於
け
る
生
産
性
は
ど
-
フ
し
て
否
定
さ
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
か
の
黙
で
あ
る
。

7

Y
ク
ス
に
於
て
は
こ
の
鈷
に
未

r論
註
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
我
等
は
寧
ろ
ス
ミ
ス

p
カ

l
ド

の
如
〈
疏
過
過
程
の
勢
働
も
債
値
を
高
め
勢
賃
そ
の
他
の
経
費
は
債
格
構
成
の
一
要
素
を
な
す
と
の
考
へ
を
放
棄

す
る
の
理
由
を
認
め
得
な
い
後
の
前
提
に
立
つ
も
枇
合
的
に
は
穂
債
値
H
綿
債
格
で
債
値
法
則
の
間
接
的
支
配
に

も
し
ご
の
鮒
に
岡
執
し
で
も
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
0

(

未
完
)

(註)

ベ
1

ム
も
こ
の
駐
に
於
付
る
マ
ル
ル
J
Z

の
矛
盾
を
認
む
日
は
〈
マ
ル
凶
グ
ス
億
値
訟
則
ド
よ
れ
ば
肺
野
働
支
出
が
商
品
山
変
換
関
係
令
規
制

す
る
唯
一
の
事
情
で
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
、
債
絡
の
(
永
積
約
)
費
動
が
労
働
時
間
の
大
き
の
機
動
以
外
の
如
何
な
る
原
因
に
よ
っ
て
も
惹

起
さ
れ
得
中
叉
媒
介
さ
れ
得
な
い
場
令
じ
始
め
て
此
法
則
が
償
給
の
運
動
を
支
酎
す
る
と
云
へ
得
る
。
然
る
に
マ
ル
ク
ス
は
こ
の
事
を

全
然
主
張
し
て
居
ら
ね
し
え
主
張
す
る
事
も
出
来
な
い
。
蓋
し
例
へ
ば
勢
働
支
出
が
不
出
聖
な
る
場
合
に
も
庄
産
行
程
の
一
規
縮
其
他
の
結

呆
と
し
て
資
本
の
有
機
的
構
成
が
描
型
化
す
れ
ば
そ
の
時
に
も
債
格

ω替
動
を
生
守
る
と
い
ふ
こ
と
は
彼
自
身
の
撃
説
の
結
論
の
中
に
も

含
ま
れ
て
居
る
こ
と
で
あ
畠
か
ら
。
従
っ
て
マ
ル
ク
ス
が
探
用
し
た
命
艇
と
金
〈
同
一
の
資
絡
を
荷
寸
呂
志
の
と
し
て
次
の
知
器
命
題

を
併
立
せ
し
め
て
も
問
題
は
な
い
卸
ち
英
他
の
事
情
が
盤
ら
な
げ
れ
ば
債
格
は
資
本
放
下
の
期
間
の
伸
縮
に
際
じ
て
騰
落
す
る
左
い
ふ

命
題
を
(
4
1
ム
、
前
掲
古
田
喧
)
こ
の
劃
私
の
見
解
と
或
動
で
相
似
た
主
張
を
持
っ
て
居
る
。


